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『
大
江
山
酒
呑
童
子
』（
保
昌
屋
敷
の
段
）
復
曲
演
奏
に
関
す
る
覚
え
書
き

︱
文
楽
と
淡
路
座
の
近
代
︱

久
堀
裕
朗

は
じ
め
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
公
開
報
告
会
・
演
奏
会
「
伝
統

芸
能
の
近
代
化
と
メ
デ
ィ
ア
環
境
」（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
四
日
・
大
阪
市
立
大

学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
一
〇
階
大
会
議
室
、
本
稿
末
尾
に
ポ
ス
タ
ー
を
添
付
す

る
）
に
お
い
て
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
保
昌
屋
敷
の
段
が
竹
本
友
庄
・
鶴
澤
友
吉

（
淡
路
人
形
座
）
の
お
二
人
に
よ
っ
て
素
浄
瑠
璃
で
演
奏
さ
れ
た
。
こ
の
復
曲
演
奏

は
、
公
益
財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
（
淡
路
人
形
座
）
の
協
力
を
得
て
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
演
奏
者
と
筆
者
が
協
同
し
て
取
り
組
ん
だ
課
題
で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
上
演
台
本
、
復
曲
の
内
実
、
本
作
の
伝
承
な
ど
に
つ
い
て
記
し
、
今
回

の
復
曲
演
奏
に
関
す
る
覚
え
書
き
と
し
た
い
。

一
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
に
つ
い
て

『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
は
『
酒
呑
童
子
話
』
の
改
題
で
、『
酒
呑
童
子
話
』
は

し
ゅ
で
ん
ど
う
じ
む
か
し
が
た
り

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
初
演
さ
れ
た
多
段
構
成
（
続
十
一
冊
〈
初
演
番
付
〉）

の
時
代
物
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
作
者
は
佐
川
藤
太
・
吉
田
新
吾
で
あ
る
が
、
正
本
末
尾

の
作
者
連
名
に
「
添
削
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
先
行
浄
瑠
璃
の
改
訂
作

品
で
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
初
演
の
『
酒
呑
童
子
出
生
記
』
に
多
く
の
部
分
を

拠
っ
て
い
る
。
保
昌
屋
敷
の
段
も
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
『
酒
呑
童
子
出
生
記
』
三

ノ
切
に
等
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
句
を
変
え
、
適
宜
カ
ッ
ト
し
つ
つ
短
縮
し
た
も

の
で
あ
る
。『
酒
呑
童
子
出
生
記
』
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
細
川
久
美
子
氏
が
「
近

松
以
後
の
酒
呑
童
子
物
浄
瑠
璃
（
前
）
︱
『
酒
呑
童
子
出
生
記
』
︱
」（『
演
劇
研
究

会
会
報
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
四
月
）
に
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。

今
回
の
演
奏
で
は
原
題
『
酒
呑
童
子
話
』
を
取
ら
ず
、
改
題
『
大
江
山
酒
呑
童
子
』

を
用
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
が
、
保
昌
屋
敷
の
段
に
つ
い
て
は
初
演
の

後
に
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
内
容
は
初
演
時
の
『
酒
呑
童

子
話
』
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
以
下
に
ま
ず
『
大
江
山
酒
呑
童
子
（
酒
呑
童
子
話
）』

の
保
昌
屋
敷
の
段
と
、
こ
の
段
の
理
解
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、
梗
概
及
び
人
物

相
関
図
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〇
保
昌
屋
敷
の
段
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
す
じ

平
安
時
代
の
こ
と
、
坂
上
是
則
は
吉
野
山
で
美
女
に
出
会
い
、
吉
野
の
前
と
名

さ
か
の
う
え
の
こ
れ
の
り

付
け
、
妾
と
し
て
都
に
連
れ
帰
る
。（
吉
野
山
の
段
）

や
が
て
是
則
の
本
妻
有
明
御
前
と
吉
野
の
前
は
と
も
に
懐
妊
す
る
が
、
三
年
経
っ

あ
り
あ
け

て
も
出
産
の
気
配
が
な
い
。有
明
御
前
が
安
産
祈
願
の
た
め
北
野
天
満
宮
参
詣
の
折
、
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有
明
に
横
恋
慕
し
て
い
る
氷
室
左
大
将
定
頼
（
幼
い
天
皇
に
代
わ
っ
て
権
力
を
握

ひ
む
ろ
の
さ
だ
い
し
ょ
う
さ
だ
よ
り

っ
て
い
る
帝
の
伯
父
鞍
馬
皇
子
の
側
近
）
に
絡
ま
れ
る
。
有
明
は
定
頼
の
家
来
の
刀

く
ら
ま
の
お
う
じ

を
も
ぎ
取
り
、
定
頼
に
斬
り
つ
け
て
額
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。
折
か
ら
吉
野
が
出
産

し
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
ほ
ど
な
く
有
明
も
出
産
す
る
。（
北
野
社
の
段
）

有
明
御
前
は
定
頼
に
傷
を
負
わ
せ
た
後
、
是
則
の
手
配
で
加
賀
の
国
に
産
子
と
と

も
に
落
ち
延
び
る
。是
則
は
そ
の
罪
に
よ
っ
て
一
年
余
り
の
間
、閉
門
を
命
じ
ら
れ
、

吉
野
と
と
も
に
館
に
籠
も
っ
て
い
る
。
吉
野
の
産
み
落
と
し
た
子
は
故
郷
の
縁
者
の

も
と
に
預
け
ら
れ
て
い
る
。
上
使
と
し
て
源
頼
光
の
家
臣
が
来
て
、
是
則
は
一
旦
死

罪
に
決
ま
っ
た
が
、
主
人
頼
光
の
進
言
に
よ
っ
て
丹
後
国
成
合
に
流
罪
に
な
っ
た
と

な
り
あ
い

伝
え
、
成
合
は
平
井
保
昌
の
預
か
り
な
の
で
身
の
上
に
気
遣
い
は
な
い
と
言
う
。

ひ
ら
い
の
ほ
う
し
ょ
う

定
頼
か
ら
の
討
手
が
来
る
が
追
い
散
ら
し
、
是
則
は
丹
後
へ
、
吉
野
は
故
郷
へ
向
か

う
。（
是
則
館
の
段
）

有
明
は
そ
の
後
、
京
都
の
矢
背
（
八
瀬
）
の
里
に
戻
り
、
身
を
隠
し
て
い
る
。
成

や

せ

長
し
た
息
子
の
般
若
丸
は
比
叡
山
に
児
法
師
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い
た
が
、
母
に
会

い
た
い
と
戻
っ
て
く
る
。
酒
を
飲
ん
で
悪
念
を
募
ら
せ
る
般
若
丸
を
有
明
は
牢
に
入

れ
る
。
そ
こ
に
師
の
善
覚
阿
闍
梨
が
来
て
、
破
戒
の
弟
子
に
意
見
す
る
。
し
か
し
般

若
丸
は
牢
を
破
り
、
阿
闍
梨
を
殺
す
と
、
大
江
山
の
千
丈
が
嶽
に
行
っ
て
酒
呑
童
子

と
名
乗
る
と
言
い
、
空
に
飛
び
去
る
。（
や
せ
の
里
の
段
）

〈
保
昌
屋
敷
の
段
・
口
〉

丹
後
国
成
合
の
平
井
保
昌
屋
敷
。
吉
野
の
前
が
子
供
を
連
れ
て
保
昌
屋
敷
を
訪
れ

て
い
る
。
配
所
住
ま
い
の
是
則
の
見
舞
い
に
行
っ
て
い
た
保
昌
が
戻
り
、
妻
の
和
泉

式
部
に
、
頼
光
か
ら
の
飛
脚
が
来
て
是
則
に
自
害
さ
せ
よ
と
の
命
令
が
下
っ
た
と
い

う
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。「
用
意
肝
要
た
る
べ
し
」
と
の
頼
光
の
文
面
に
、

何
と
か
対
処
せ
よ
と
の
含
意
を
読
み
取
り
、
二
人
は
思
案
に
暮
れ
る
。
吉
野
が
訪
ね

て
き
た
と
聞
い
た
是
則
が
ほ
ど
な
く
屋
敷
に
来
て
、
式
部
と
と
も
に
吉
野
に
対
面
す

る
。
吉
野
は
故
郷
の
縁
者
の
も
と
で
一
年
余
り
暮
ら
し
た
後
、
そ
の
家
を
出
て
深
山

住
ま
い
で
子
供
を
育
て
て
い
た
と
言
う
。
三
人
は
子
供
の
寝
て
い
る
離
れ
座
敷
に
向

か
う
。

〈
保
昌
屋
敷
の
段
・
切
〉（
今
回
の
演
奏
部
分
）

矢
背
の
大
原
女
が
来
て
、
急
ぎ
の
願
い
と
言
い
、
保
昌
に
会
う
。
女
は
有
明
御
前

に
仕
え
て
い
た
者
と
名
乗
り
、
有
明
が
自
害
し
た
の
で
遺
言
に
よ
っ
て
首
を
届
け
に

来
た
と
言
っ
て
、
風
呂
敷
包
み
の
中
か
ら
一
つ
の
器
物
を
差
し
出
す
。
続
い
て
奥
よ

り
腰
元
が
出
て
、
同
じ
く
器
物
を
差
し
出
し
、
こ
れ
は
吉
野
様
か
ら
の
土
産
物
と
言

う
。
保
昌
が
中
身
を
確
か
め
る
と
、
ど
ち
ら
も
何
も
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
を

思
案
し
た
保
昌
は
、
心
中
で
頷
き
、「
双
方
と
も
に
落
手
し
た
」
と
言
っ
て
奥
に
入
る
。

大
原
女
は
実
は
有
明
自
身
で
、
是
則
の
難
儀
を
救
う
た
め
に
自
分
の
首
を
差
し
出

し
て
ほ
し
い
と
の
謎
を
こ
め
て
、
空
の
器
を
差
し
出
し
た
の
だ
っ
た
。
有
明
は
出
産

時
に
吉
野
と
取
り
替
え
た
我
が
子
（
産
み
落
と
す
と
す
ぐ
に
、
双
方
妬
み
そ
ね
み
の

な
い
よ
う
に
子
供
を
取
り
替
え
て
育
て
て
い
た
）
の
顔
を
見
る
た
め
に
奥
に
入
る
。

後
に
吉
野
と
保
昌
が
出
て
、
吉
野
は
自
分
が
有
明
御
前
の
身
代
わ
り
に
な
る
と
言

う
。
先
ほ
ど
の
器
物
は
そ
の
意
味
を
こ
め
た
謎
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
有
明
が
出
て
、

守
り
刀
を
自
身
の
首
に
突
き
立
て
る
。
保
昌
夫
婦
は
悔
や
み
、
是
則
は
吉
野
へ
の
恨

み
を
こ
め
た
自
害
で
あ
ろ
う
と
有
明
に
言
う
と
、
有
明
は
「
そ
う
で
は
な
い
。
思
い

が
け
ず
自
分
に
代
わ
っ
て
死
の
う
と
す
る
吉
野
様
へ
の
か
た
じ
け
な
さ
ゆ
え
の
自

害
」
と
言
い
、
ま
た
「
取
り
替
え
て
育
て
た
般
若
丸
が
、
悪
道
積
も
っ
て
鬼
神
と
な

り
、
今
は
大
江
山
の
酒
呑
童
子
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
っ
た
の
も
自
分
の
せ
い
で

あ
る
」
と
嘆
く
。
そ
れ
を
聞
い
た
吉
野
は
、
懺
悔
の
告
白
を
は
じ
め
る
。「
自
分
は

実
は
人
間
で
は
な
い
。
む
か
し
鈴
鹿
山
で
坂
上
田
村
麿
に
滅
ぼ
さ
れ
た
鬼
神
の
末
裔

で
あ
る
。
先
祖
の
報
復
の
た
め
、
是
則
に
近
づ
い
た
が
、
恋
に
落
ち
て
子
ま
で
な
す

こ
と
に
な
っ
た
。
般
若
丸
が
鬼
神
と
な
っ
た
の
も
、
母
の
本
性
を
受
け
継
い
だ
か
ら

‒ ‒



で
あ
る
」
と
嘆
く
。
有
明
は
、
互
い
に
心
明
か
し
合
う
上
は
思
い
残
す
こ
と
は
な
い

が
、一
目
我
が
子
に
会
い
た
い
と
言
う
。吉
野
が
一
間
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
る
と
、

ひ
と
ま

ま
さ
か
り
を
か
つ
い
だ
怪
童
丸
が
出
て
く
る
。
吉
野
が
「
あ
の
有
明
様
が
お
前
の
本

当
の
母
様
」
と
言
う
が
、
怪
童
丸
は
「
か
か
様
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
。
式
部
が
「
そ

う
言
う
も
尤
も
、
な
じ
み
の
お
袋
様
は
そ
こ
に
」
と
吉
野
の
方
へ
押
し
や
る
が
、
怪

童
丸
は
「
こ
ち
ら
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
本
当
の
か
か
様
ど
こ
へ
行
っ
た
」
と
言
う
。

吉
野
は
こ
こ
に
来
る
た
め
に
姿
を
変
え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
額
に
角
の
生
え
た
鬼
女

の
姿
を
現
す
。
そ
し
て
怪
童
丸
に
「
あ
ち
ら
が
本
当
の
か
か
様
。
お
そ
ば
へ
行
っ
て

暇
乞
い
せ
よ
」
と
言
う
。
怪
童
丸
は
有
明
の
そ
ば
で
「
か
か
様
で
あ
る
は
ず
は
な
い

が
、そ
れ
で
も
な
ぜ
か
お
前
の
死
ぬ
の
が
悲
し
く
て
、涙
が
止
ま
ら
な
い
」と
嘆
く
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
有
明
は
喜
ん
で
息
絶
え
る
。
怪
童
丸
は
坂
田
公
時
と
名
を
改
め
、

頼
光
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。吉
野
は「
ま
だ
成
長
す
る
ま
で
は
怪
童
丸
を
預
か
り
、

伊
豆
の
国
の
足
柄
山
で
育
て
る
」
と
言
う
。

有
明
御
前
（
正
妻
）

般
若
丸
（
酒
呑
童
子
。
実
は
吉
野
の
前
の
子
）

坂
上
是
則

（
出
産
時
に
取
り
替
え
ら
れ
る
）

怪
童
丸
（
実
は
有
明
御
前
の
子
）

吉
野
の
前
（
妾
。
実
は
是
則
の
先
祖
、
坂
上
田
村
麿
に
滅
ぼ
さ
れ
た
鬼
神
の

末
裔
）

平
井
保
昌
（
源
頼
光
家
臣
）

和
泉
式
部
（
も
と
坂
上
是
則
に
歌
の
指
南
を
受
け
る
）

以
上
、
こ
の
よ
う
に
酒
呑
童
子
（
般
若
丸
）
と
坂
田
公
時
（
怪
童
丸
）
の
出
生
の

秘
密
が
明
か
さ
れ
る
の
が
こ
の
保
昌
屋
敷
の
段
（
五
段
構
成
に
直
す
と
三
ノ
切
に
当

た
る
。
正
本
の
「
浄
瑠
璃
太
夫
役
割
」
で
は
五
段
の
分
割
が
示
さ
れ
て
い
る
）
で
あ

り
、
そ
の
内
容
自
体
は
十
九
世
紀
の
創
作
で
は
な
く
、
十
八
世
紀
半
ば
の
『
酒
呑
童

子
出
生
記
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

二
、
復
曲
資
料
と
上
演
台
本

今
回
の
演
奏
に
当
た
っ
て
、
保
昌
屋
敷
の
段
の
伝
承
曲
の
資
料
と
し
た
の
が
、
淡

路
の
三
味
線
奏
者
、
豊
澤
町
太
郎
（
一
九
〇
二
～
八
七
）
師
の
残
し
た
弾
き
語
り
の

録
音
テ
ー
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
年
代
（
四
十
六
年
以
降
）
に
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
の
依
頼
に
よ
っ
て
淡
路
の
み
に
伝
承
さ
れ
た
浄
瑠
璃
を
町
太
郎
師
が

（
一
部
は
竹
本
朝
之
助
師
と
と
も
に
）
演
奏
し
て
残
し
た
一
連
の
録
音
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
録
音
は
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
録
音
経
緯
に
つ
い

て
は
、
内
山
美
樹
子
氏
が
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
九
）
一

九
五
・
一
九
六
頁
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
二
〇
〇
五
年

に
は
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
に
豊
澤
町
太
郎
師
旧
蔵
資
料
が
寄
託
さ

れ
、
そ
の
中
に
も
含
ま
れ
て
お
り
（
演
博
に
は
な
い
録
音
も
含
む
）、
今
回
は
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
寄
託
の
「
保
昌
屋
敷
の
段
（
切
）」
録
音
テ
ー
プ
を
利
用
し
た
。

「
保
昌
屋
敷
の
段
（
切
）」
が
い
つ
録
音
さ
れ
た
の
か
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
の
一
連
の
録
音
に
関
す
る
内
山
氏
と
町
太
郎
師
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
町

太
郎
師
の
日
記
『
豊
澤
町
太
郎
日
記
』（
七
冊
）
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
太
郎
師
の
録
音
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
原
作
の
通
り
で
あ
る
。
町
太
郎

師
旧
蔵
資
料
に
は
、『
酒
呑
童
子
話
』
保
昌
屋
敷
の
段
の
五
行
抜
本
や
同
段
の
ペ
ン

書
き
の
三
味
線
譜
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
町
太
郎
師
の
語
り
は
五
行
抜
本
の
テ
キ
ス

ト
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
部
に
違
い
は
あ
る
が
、
読
み
違
い
程
度
の
相
違

で
あ
り
、
特
に
意
図
的
な
改
変
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
の
上
演
台
本
は
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原
作
の
通
り
（
五
行
抜
本
は
原
作
通
り
で
あ
る
）
と
し
、『
酒
呑
童
子
話
』
正
本
の

翻
刻
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
（
別
稿
と
し
て
掲
出
）。
各
語
の
読
み
に

つ
い
て
も
、
原
作
の
読
み
を
考
証
し
て
、
今
回
の
演
奏
で
は
町
太
郎
師
の
語
り
と
は

一
部
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

次
に
曲
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
竹
本
友
庄
、
鶴
澤
友
吉
の
お
二
人
に
は
、
こ
の
町

太
郎
師
の
録
音
と
と
も
に
、
参
考
資
料
と
し
て
町
太
郎
師
旧
蔵
の
譜
本
、
及
び
そ
の

他
の
各
種
朱
入
り
本
（
大
阪
市
立
図
書
館
蔵
・
綱
造
遺
文
庫
本
や
吉
兵
衛
遺
文
庫
本

な
ど
）
を
提
供
し
た
。
町
太
郎
師
の
録
音
曲
と
他
の
朱
入
り
本
の
示
し
て
い
る
曲
に

は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
た
だ
そ
う
し
た
比
較
も
行
っ
た
が
、
今
回
の
演
奏
は
最

終
的
に
は
ほ
と
ん
ど
町
太
郎
師
の
録
音
曲
に
基
づ
い
て
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

従
っ
て
今
回
の
作
業
は
、
三
味
線
譜
（
朱
）
を
利
用
し
て
補
曲
を
行
う
と
い
う
よ
う

な
意
味
で
の
「
復
曲
」
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
今
回
の
演
奏
は
、
伝
承
者
か
ら

の
直
接
の
稽
古
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
舞
台
録
音
で
は
な
い
弾
き

語
り
の
録
音
を
も
と
に
肉
付
け
し
て
復
元
演
奏
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
語
り
方
も

録
音
と
は
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
酒
呑
童
子
話
』
正
本
六
十

丁
表
七
行
目
～
裏
二
行
目「
左
こ
そ
有
ラ
ん
怪
し
き
本
ン
性
包
ミ
隠
す
は
尤
な
が
ら
。最

あ
や

か
く

も

早
始
終
を
懺
悔
し
て
。
ち
つ
共
恥
ら
ふ
所
で
な
し
。
今
端
の
際
に
有
リ
明
が
願
カ
ひ
の

し
じ
う

さ
ん
げ

わ

き
は

程
も
も
だ
し
が
た
し
。
早
く
誠
の
姿
を
顕
は
し
彼
レ
に
得
心
さ
す
べ
し
」
は
是
則
の

あ
ら

言
葉（『
酒
呑
童
子
話
』で
は
や
や
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、『
酒
呑
童
子
出
生
記
』

を
確
認
す
れ
ば
明
ら
か
）
で
あ
る
が
、
町
太
郎
師
は
こ
れ
を
保
昌
の
言
葉
と
し
て
語

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
部
分
は
語
り
に
修
正
を
加
え
る
な
ど
、
基
本
的
に
は
町
太

郎
師
の
語
り
に
基
づ
き
つ
つ
、
演
奏
者
と
筆
者
と
で
本
読
み
を
行
い
、
細
部
の
語
り

方
を
確
定
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
作
業
は
広
義
の
「
復
曲
」
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
（
酒
呑
童
子
話
）』
の
伝
承

『
大
江
山
酒
呑
童
子
（
酒
呑
童
子
話
）』
の
上
演
史
に
つ
い
て
は
、【
表
１
】
上
演

年
表
（
以
下
、「
年
表
」）
を
作
成
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
げ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。「
年
表
」
を
見
る
と
、
本
作
は
当
初
初
演
通
り
の
『
酒
呑
童
子
話
』
と
い
う
外

題
で
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
降
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
』

と
い
う
外
題
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
と
い
う
外

題
が
初
め
て
現
れ
て
く
る
興
行
は
、
淡
路
の
上
村
源
之
丞
座
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
上
演
台
本
は
原
作
通
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
題
『
大
江
山
酒
呑
童

子
』
を
掲
げ
た
の
は
、
淡
路
の
伝
承
曲
を
淡
路
の
太
夫
・
三
味
線
弾
き
が
演
奏
す
る

に
当
た
っ
て
は
、淡
路
座
ゆ
か
り
の
演
題
を
用
い
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

「
年
表
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
作
は
近
世
期
に
は
二
十
五
回
、
明
治
期
に
は

二
十
三
回
の
通
し
上
演
が
行
わ
れ
て
お
り
、
幕
末
明
治
期
の
人
気
作
品
で
あ
っ
た
と

評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
本
稿
末
尾
に
【
表
２
】『
義
太
夫
年
表
明
治
篇
』

『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
収
録
興
行
に
よ
る
通
し
上
演
回
数
ラ
ン
キ
ン
グ
を
掲
げ

た
が
、
実
に
『
酒
呑
童
子
話
』
は
『
明
治
篇
』
で
第
五
位
（
二
十
一
回
。「
年
表
」

と
回
数
に
相
違
が
あ
る
の
は
、「
年
表
」
の
方
に
『
義
太
夫
年
表
』
未
収
録
興
行
を

補
っ
た
た
め
）
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
大
正
期
に
三
回
の
通
し
上
演
が
行
わ
れ

た
後
、昭
和
以
降
は
大
阪
で
の
上
演
が
途
絶
え
た
。上
演
さ
れ
な
く
な
っ
た
要
因
は
、

主
に
次
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
本
作
が
途
絶
え
た
理
由
は
、
大
阪
で
は
昭
和
五
年
開
場
の
四
ツ
橋
文
楽

座
以
降
、
上
演
形
式
が
見
取
り
に
移
行
し
、
基
本
的
に
通
し
上
演
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
作
の
上
演
は
、「
年
表
」
の
場
割
欄
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

す
べ
て
通
し
上
演
で
あ
り
、
一
部
の
段
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
付
け
物

と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
明
治
期
に
増
補
さ
れ
た
戻
り
橋
の
段
〈『
増
補

大
江
山
』〉
を
除
く
）。
も
し
本
作
に
素
人
浄
瑠
璃
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
段
が
含
ま
れ
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て
い
た
ら
、
見
取
り
時
代
に
入
っ
て
も
、
そ
の
段
の
み
上
演
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
段
が
な
い
の
で
、
本
作
の
上
演
は
途
絶
え
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
本
作
が
上
演
さ
れ
な
く
な
っ
た
要
因
は
、
本
作
が
人
形
の
見
せ
場
主

体
の
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
大
正
五
年
四
月
御
霊
文
楽
座
の

『
大
江
山
酒
顚
童
子
』
興
行
番
付
に
は
、
八
瀬
の
里
の
段
、
源
頼
光
館
の
段
、
羅
生

門
の
段
、
松
太
夫
住
家
人
身
御
供
の
段
に
「
此
処
出
遣
早
替
り
に
て
御
覧
に
入
候
」

の
記
載
が
あ
り
、
多
く
の
早
替
り
の
見
せ
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
の
う
ち
羅
生
門
の
段
で
は
宙
釣
り
も
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体
に
ケ
レ
ン
の
見

せ
場
が
多
い
演
目
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、こ
の
時
の
宙
釣
り
場
面
に
つ
い
て
は
、

『
浄
瑠
璃
雑
誌
』の
劇
評
に
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る（『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』

七
三
頁
よ
り
引
用
。
同
頁
に
保
昌
屋
敷
の
段
の
舞
台
写
真
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
）。

人
形
に
て
は
栄
三
の
顎
の
下
に
綱
の
顔
が
有
る
丈
け
に
て
栄
三
自
身
が
綱
に
成

て
勤
む
。（
玉
蔵
）
は
美
女
の
間
は
人
形
で
遣
ひ
、
茨
木
童
子
と
本
性
を
顕
は

す
に
及
び
、
自
分
が
鬼
の
姿
に
成
て
宙
釣
り
。
綱
を
掴
ん
で
釣
り
上
げ
、
雲
の

道
具
に
色
花
火
を
使
ひ
、
立
派
と
云
ひ
た
い
が
、
時
代
遅
れ
ぢ
や
。
未
し
も
人

形
を
遣
ふ
て
仕
て
呉
れ
ゝ
ば
見
て
居
ら
れ
る
が
、
間
狭
い
舞
台
に
大
き
い
体
を

見
せ
不
映
り
に
て
見
苦
し
か
っ
た
。

こ
の
評
の
み
な
ら
ず
、
大
正
期
以
降
、
次
第
に
娯
楽
の
座
を
他
に
奪
わ
れ
、
古
典
芸

術
化
し
て
い
く
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
あ
っ
て
、
総
じ
て
ケ
レ
ン
の
要
素
の
評
価
は
低

く
、
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
本
作
は
大
正
期
に
既
に
上
演
回

数
が
三
回
に
減
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
人
形
の
見
せ
場
が
観
客
に
歓
迎

さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
、
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
で
『
大
江
山
酒
呑
童
子
（
酒
呑
童
子
話
）』
が
廃
れ
た
理

由
は
、
上
演
形
式
の
見
取
り
化
と
、
人
形
の
ケ
レ
ン
の
敬
遠
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
方
の
淡
路
座
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
点
に
お
い
て
大
阪
と
は
異
な
り
、
本

作
を
昭
和
以
降
も
伝
承
し
た
。
先
に
人
形
の
ケ
レ
ン
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
淡
路

座
は
人
形
遣
い
主
体
の
劇
団
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
七
化
け
」
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
ケ
レ
ン
の
芸
を
売
り
物
に
し
続
け
、
そ
れ
が
今
日
に
至
る
ま
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
酒
呑
童
子
の
巨
大
な
人
形
と
そ
の
特
殊

な
操
法
も
、
同
様
の
意
味
で
淡
路
座
で
は
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
昭
和

以
降
の
本
作
の
伝
承
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
二
点
目
、
上
演
形
式
に
関
し
て
も
、
大
正
以
降
人
形
浄
瑠
璃
の
人
気
に
陰

り
が
見
え
、
次
第
に
淡
路
の
座
本
全
体
が
弱
体
化
し
て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
も
、
基

本
的
に
淡
路
座
は
通
し
主
体
の
上
演
形
式
を
変
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
具
体

的
に
は
、
本
報
告
書
の
別
稿
「
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
淡
路
座
興
行
記
録
︱
徳
島
の

新
聞
記
事
よ
り
︱
」
の
記
録
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
更
に
付
け
加
え
る
と
、
淡

路
座
は
近
世
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巡
業
先
に
お
い
て
、
三
日
程
度
で
次
々
に
演
目
を

差
し
替
え
て
い
く
よ
う
な
上
演
を
行
っ
た
が
、
そ
の
形
式
も
昭
和
に
至
る
ま
で
保
持

し
た
。
例
え
ば
、
別
稿
に
紹
介
し
た
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
十
二
日
『
徳
島

毎
日
新
聞
』
朝
刊
の
記
事
で
は
、「
上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
九
の
替

稲
荷
座
の
上

村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
連
日
好
評
九
の
替
り
狂
言
を
十
二
、
三
両
日
左
の
如
く
上
演

す
る
」
と
し
て
演
題
を
挙
げ
て
い
る
。
稲
荷
座
に
お
け
る
一
連
の
興
行
に
お
い
て
、

実
に
九
回
目
の
演
目
差
し
替
え
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
公
演
場
所
が
掛
け
小

屋
か
ら
劇
場
に
移
っ
て
も
、
基
本
的
に
淡
路
座
は
こ
の
よ
う
な
上
演
形
式
を
変
え
な

か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）、
上
村
源
之
丞
座
の

東
京
興
行
に
関
し
て
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
四
月
十
二
日
朝
刊
）の
「
東
京
座
案
内
」

記
事
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
の
が
興
味
深
い
（
こ
の
興
行
に
関
す
る
一

連
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
記
事
は
【
参
考
資
料
】
と
し
て
本
稿
末
尾
に
ま
と
め
て

掲
載
し
て
お
く
）。

扨
此
狂
言
は
如
何
な
る
物
と
思
ひ
し
に
別
段
新
作
物
に
も
あ
ら
ず
、
芝
屋
芝
叟

梅
野
下
風
の
作
、
比
良
嶽
雪
見
陣
立
な
り
、
切
狂
言
は
艶
容
女
舞
衣
酒
屋
の
段

‒ ‒



と
い
ふ
番
附
面
で
あ
る
を
初
日
か
ら
三
十
三
間
堂
棟
木
由
来
平
太
郎
住
家
の
段

と
差
替
へ
た
り
、
九
日
よ
り
の
替
り
狂
言
も
諸
新
聞
に
は
前
が
一
谷
嫩
軍
記
、

中
幕
日
蓮
記
勘
作
住
家
、
切
狂
言
播
州
皿
屋
敷
鉄
山
館
と
し
て
太
夫
の
語
場
ま

で
巨
細
に
出
て
居
る
が
、
八
日
に
勾
欄
へ
黒
衣
が
出
て
漢
語
交
り
の
口
上
に
は

て
す
り

前
狂
言
玉
藻
前
、
中
幕
白
木
屋
、
切
は
七
変
化
の
所
作
事
と
披
露
し
た
り
、
斯

な
ゝ
ば

け

う
グ
ラ
〳
〵
と
変
る
や
う
で
は
所
詮
諸
君
に
御
案
内
は
出
来
ぬ
、
新
聞
も
啌
口

う
そ

上
も
当
に
な
ら
ず
シ
テ
見
れ
ば
看
板
の
日
本
第
一
云
々
も
覚
束
な
い
と
思
は
る
ゝ

し
か
〴
〵

こ
れ
は
報
道
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
上
演
形
式
に
馴
染
み

の
な
い
都
市
の
観
客
に
と
っ
て
は
、
頻
繁
な
上
演
演
目
の
差
し
替
え
は
少
々
当
惑
を

覚
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
に
拠
点
を
持
た
な
い
淡
路

座
は
、こ
う
し
た
江
戸
時
代
以
来
の
上
演
形
式
を
そ
の
後
も
長
く
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
保
守
的
な
姿
勢
が
、
大
阪
の
文
楽
と
は
異
な
る
人
形
芝
居
の
伝
承
を
残
す

こ
と
に
も
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
大
阪
の
文
楽
と
淡
路
座
を
比
較
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
違
い
に
よ
り
、『
大

江
山
酒
呑
童
子
（
酒
呑
童
子
話
）』
は
、
最
終
的
に
大
阪
に
は
残
ら
ず
、
淡
路
の
方

に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
作
は
文
楽
と
淡
路
座
の
近
代
の
歩
み
に
つ
い
て
考
え
る

際
、
格
好
の
作
品
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、本
稿
に
は
今
回
の
復
曲
の
要
点
と
、『
大
江
山
酒
呑
童
子（
酒
呑
童
子
話
）』

の
伝
承
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
右
に
本
作
は
人
形
の
見
せ
場
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

作
品
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
三
ノ
切
の
保
昌
屋
敷
の
段
に
限
っ
て
言
え
ば
、
語
り
の

面
で
も
充
実
し
た
聴
か
せ
ど
こ
ろ
の
多
い
場
面
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
の
復
曲
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
人
形
入
り
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
し

た
い
。
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⻄
暦

初
演
年
⽉
⽇

場
所

劇
場

上
演
外
題

場
割

備
考

1806
⽂
化
03・

12・
27

⼤
坂

御
霊
宮
境
内
芝
居

酒
呑
童
⼦
出
⽣
記

よ
し
野
⼭
・
北
野
や
し
ろ
・
是
則
や
か
た
・
ひ
へ
の
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
⼤
⾨
⼝
・
綱
伯
⺟

内
・
⼤
内
御
殿
・
保
昌
や
か
た
・
頼
光
や
か
た
・
千
丈
嶽
・
⼤
江
⼭
・
⻤
ヶ
城
酒
宴
・
寝
所

番
付
に
「
作
者
 
佐
藤
太
」
と

あ
る
。
延
享
三
年
初
演
の
『
酒

呑
童
⼦
出
⽣
記
』
と
は
異
な

り
、
『
酒
呑
童
⼦
話
』
の
も
と

に
な
っ
た
も
の
。

1814
⽂
化
11・

02・
22

⼤
坂

い
な
り
境
内

酒
呑
童
⼦
話

御
て
ん
・
吉
野
・
北
野
・
是
の
り
・
六
郎
次
内
・
那
須
橋
・
ゑ
い
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・

皇
⼦
住
家
・
頼
光
や
か
た
・
御
殿
・
保
昌
住
家
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
⼟
ぐ
も
退
治
・

頼
光
⼭
⼊
・
ふ
し
事
⻤
ヶ
城
・
⼤
切
童
⼦
退
治

『
酒
呑
童
⼦
話
』
初
演
興
⾏
。

1817
⽂
化
14・

08・
19

京
四
条
道
場
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
御
殿
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
の
り
館
・
ひ
ゑ
い
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
王
⼦
館
・

頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・
綱
屋
敷
・
⼟
蜘
蛛
・
頼
光
⼭
⼊
・
⻤
が
城
・
童
⼦

1820
⽂
政
03・

02・
24

⼤
坂

い
な
り
社
内

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
御
て
ん
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
六
郎
次
内
・
那
須
橋
・
⽐
ゑ
い
⼭
・
⼋
瀬
の

⾥
・
東
寺
・
王
⼦
御
て
ん
・
頼
光
や
か
た
・
御
殿
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し

き
・
⼟
ぐ
も
退
治
・
頼
光
⼭
⼊
・
ふ
し
事
⻤
が
城
・
童
⼦
退
治

1825
⽂
政
08・

02・
10

⼤
坂

道
頓
堀
⾓
丸
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
御
て
ん
・
よ
し
の
⼭
・
北
野
社
・
是
の
り
や
か
た
・
六
郎
治
内
・
那
須
橋
・
⽐
ゑ
い

⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
王
⼦
御
て
ん
・
頼
光
館
・
御
て
ん
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡

辺
や
し
き
・
⼟
蜘
退
治
・
⼭
⼊
・
ふ
し
事
⻤
ヶ
城
・
童
⼦
退
治

1827
⽂
政
10・

08・
13

⼤
坂

堀
江
荒
⽊
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
・
よ
し
野
⼭
・
六
郎
次
内
よ
り
那
須
川
・
ひ
ゑ
い
⼭
・
⾦
沢
堤
・
⽮
背
・
御
殿
・
季
武

屋
舗
・
羅
⽣
⾨
・
保
昌
や
し
き
・
⼟
蜘
・
⼭
⼊
・
童
⼦
退
治

1828
⽂
政
11・

04・
20

江
⼾

ふ
き
や
町
肥
前
座

酒
呑
童
⼦
話

吉
野
⼭
・
北
野
・
是
則
館
・
ゑ
い
⼭
・
⽮
瀬
・
東
寺
・
皇
⼦
館
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
屋

舗
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
屋
舗
・
⼟
ぐ
も
・
け
い
事
⼭
⼊
・
⻤
城

1828
⽂
政
11・

08・
08

名
古
屋

若
宮
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

吉
の
⼭
・
北
の
社
・
是
則
館
・
六
郎
治
内
・
那
須
沢
橋
・
ひ
ゑ
い
⼭
・
⽮
背
・
羅
⽣
⾨
・
保

昌
屋
敷
・
丹
州
⻤
が
ふ
ち
・

1832
天
保
03・

03・
01

⼤
坂

い
な
り
社
内

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
御
殿
・
よ
し
の
⼭
・
是
則
や
か
た
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
背
の
⾥
・
東
寺
・
王
⼦
や
か
た
・
頼

光
館
・
御
て
ん
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
松
太
夫
住
家
⼈
⾝
御
供
・
⼭

⼊
・
ふ
し
事
⻤
ヶ
城
・
童
⼦
退
治

1833
天
保
04・

03・
14

⼤
坂

北
ほ
り
江
市
の
側
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
・
よ
し
の
⼭
・
北
野
や
し
ろ
・
是
則
や
か
た
・
六
郎
次
内
・
那
須
沢
橋
・
⽐
ゑ
い
⼭
・

⼋
瀬
⾥
・
東
寺
・
皇
⼦
御
殿
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
岩
倉
⼭
⼀
つ

家
・
⼟
蜘
退
治
・
⼭
⼊
・
所
作
事
・
⻤
ヶ
城
童
⼦
退
治

1836
天
保
07・

02・
04

⼤
坂

座
摩
境
内

酒
呑
童
⼦
話

よ
し
の
⼭
・
北
野
や
し
ろ
・
是
則
や
し
き
・
六
郎
次
住
家
・
⽐
ゑ
い
⼭
・
⽮
瀬
・
王
⼦
御
て

ん
・
頼
光
館
・
御
て
ん
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
綱
や
し
き
・
⼈
⾝
御
供
・
⼭
⼊
・
童
⼦

1840
天
保
11・

04・
26

⼤
坂

稲
荷
社
内
東
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

吉
野
⼭
・
是
則
館
・
市
原
野
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
⾥
・
東
寺
・
皇
⼦
御
殿
・
頼
光
館
・
御
て

ん
・
保
昌
や
し
き
・
⿃
部
⼭
・
頼
光
御
殿
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
⼭
姥
住
家
・
景
事
⼭

【
表
１
】
『
酒
呑
童
⼦
話
（
⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦
）
』
上
演
年
表
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1840
天
保
11・

10・
吉

兵
庫

兵
庫
常
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⽐
叡
⼭
・
⽮
背
・
頼
光
館
・
渡
辺
や
し
き

1844
弘
化
01・

07・
吉

⼤
坂

道
頓
堀
⽵
⽥
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
⼭
・
吉
の
⼭
・
北
の
社
・
是
則
館
・
六
郎
次
内
・
那
須
沢
橋
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
・
東

寺
・
皇
⼦
館
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
や
し
き
・
⿃
辺
⼭
・
保
助
切
腹
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や

し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⼭
⼊
・
⻤
ヶ
城

1847
弘
化
04・

01・
吉

京
四
条
北
側
⼤
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
や
か
た
・
六
郎
治
住
家
・
な
す
沢
ば
し
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
背

の
⾥
・
東
寺
・
皇
⼦
館
・
頼
光
館
・
⿃
辺
⼭
・
保
輔
切
腹
・
御
殿
・
保
昌
屋
し
き
・
羅
⽣

⾨
・
綱
屋
舗
・
⼭
⼊
・
⻤
ヶ
城
・
童
⼦
退
治

1851
嘉
永
04・

03・
吉

兵
庫

兵
庫
定
芝
居

酒
呑
童
⼦
話

吉
野
⼭
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
綱
や
し

き
・
頼
光
⼭
⼊

1851
嘉
永
04・

11・
01

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

芳
野
⼭
・
北
野
・
ひ
ゑ
い
⼭
・
⽮
瀬
⾥
・
東
寺
・
頼
光
御
殿
・
羅
⽣
⾨
・
保
昌
館
・
⼤
切
⼭

淡
路
の
上
村
源
之
丞
座
興
⾏
。

1854
安
政
01・

02・
吉

⼤
坂

新
築
地
清
⽔
町
浜
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
ゑ
い
⼭
・
⼋
瀬
・
⿃
辺
⼭
・
頼
光
館
・
皇
⼦
御
殿
・

保
昌
屋
舗
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
屋
舗
・
⼈
味
御
供
・
頼
光
⼭
⼊
・
⻤
ヶ
城
・
童
⼦
退
治

1854
安
政
01・

03・
吉

⼤
坂

新
築
地
清
⽔
町
浜
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
ゑ
い
⼭
・
⼋
瀬
・
⿃
辺
⼭
・
頼
光
館
・
皇
⼦
御
殿
・

保
昌
屋
舗
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
屋
舗
・
⼈
味
御
供
・
頼
光
⼭
⼊
・
⻤
ヶ
城
・
童
⼦
退
治

前
項
と
同
⼀
番
付
で
、
「
⼆
⽉

吉
⽇
」
の
「
⼆
」
を
「
三
」
と

改
刻
し
た
も
の
。

1859
安
政
06・

05・
27

堺
堺
新
地
南
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

吉
野
⼭
・
北
の
や
し
ろ
・
ひ
ゑ
い
⼭
・
⽮
背
ノ
⾥
・
東
寺
・
皇
⼦
御
て
ん
・
弥
三
輔
住
家
・

頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
景
事
⼭
⼊
・
⻤
ヶ
城

1860
万
延
01・

09・
吉

⼤
坂

座
摩
社
内

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
⽐
ゑ
い
⼭
・
那
須
沢
橋
・
⼋
瀬
・
東
寺
・
皇
⼦
御

殿
・
頼
光
館
・
貞
光
忠
義
・
⿃
辺
⼭
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
⼈
味
御

供
・
⼟
蜘
・
⾜
柄
⼭
道
⾏
け
い
事

1862
⽂
久
02・

01・
吉

⼤
坂

い
な
り
社
内
東
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
⼭
・
吉
の
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
叡
⼭
・
⼋
瀬
⾥
・
皇
⼦
御
て
ん
・
頼
光
館
・

奏
聞
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
綱
や
し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⼭
⼊
・
⻤
が
城
・
退
治

1863
⽂
久
03・

09・
11

⼤
坂

堀
江
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
⽐
ゑ
い
⼭
・
那
須
沢
橋
・
⼋
瀬
・
東
寺
・
頼
光
館
・

保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
⼈
⾝
御
供
・
頼
光
⼭
⼊

1865
慶
応
01・

04・
06

⼤
坂

天
満
社
内
戎
⾨
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
ノ
⾥
・
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
綱
や
し

き
・
松
太
夫
住
家
・
頼
光
⼭
⼊
・
⻤
神
退
治

1865
慶
応
01・

09・
上
旬

堺
⼤
寺
芝
居

酒
呑
童
⼦
語

⼤
序
ヨ
リ
⼤
切
迄

淡
路
の
⼩
林
六
太
夫
座
興
⾏
。

1866
慶
応
02・

10・
10

京
四
条
道
場
北
ノ
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
野
⼭
・
是
則
館
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
・
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
綱
や
し

き
・
松
太
夫
住
家
・
⼋
条
館
・
⼤
切
⻤
ヶ
城

1867
慶
応
03・

08・
06

⼤
坂

稲
荷
社
内
東
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
よ
し
の
⼭
・
北
の
森
・
是
則
館
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
ノ
⾥
・
⿃
辺
⼭
・
頼
光
館
・

奏
聞
・
保
昌
館
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⾜
柄
⼭

1870
明
治
03・

07・
吉

⼤
阪

座
摩
社
内

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
の
⼭
・
北
の
や
し
ろ
・
是
則
館
・
⼋
瀬
の
⾥
・
皇
⼦
館
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌

館
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
や
し
き
・
松
太
夫
住
家

1872
明
治
05･03･吉

⼤
阪

松
島
千
代
崎
町
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
芳
野
⼭
・
北
野
森
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
奏
⾨
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・

綱
や
し
き
・
松
太
夫
住
家

1873
明
治
06･10･吉

⼤
阪

道
頓
堀
⽵
⽥
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
⼭
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
⾜
利
館
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
・
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
保
助

切
腹
・
羅
⽣
⾨
・
綱
屋
敷
・
松
太
夫
住
家
・
⼟
蜘

‒ ‒



1876
明
治
09･04･吉

⼤
阪

松
島
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
芳
野
⼭
・
北
野
の
森
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
奏
聞
・
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・

源
吾
綱
や
し
き
・
松
太
夫
住
家

1877
明
治
10･01・

吉
⼤
阪

御
霊
表
⾨
元
芝
居

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
⼭
・
吉
野
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
保
助
切
腹
・
羅
⽣
⾨
・
綱

や
し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⼟
蜘
・
⾐
洗
・
⼭
⼊

⽵
本
東
⽟
な
ど
⼥
義
太
夫
の
語

り
に
よ
る
。

1880
明
治
13･03･吉

⼤
阪

ば
く
ろ
町
い
な
り
北
⾨
⼩
家

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
内
・
吉
の
⼭
・
北
の
社
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
源
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・

渡
辺
綱
や
し
き
・
松
太
夫
住
家

1881
明
治
14･01･吉

⼤
阪

松
島
芝
居

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
⼤
内
評
議
・
吉
野
⼭
・
北
野
神
社
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
頼
光
館
・
羅
⽣

⾨
・
平
井
保
昌
や
し
き
・
⼟
蜘
退
治
・
源
頼
光
⼭
⼊
･酒

顚
童
⼦
酒
盛
・
童
⼦
退
治

1883
明
治
16･04･吉

⼤
阪

松
島
芝
居

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
⼤
内
評
議
・
吉
野
⼭
・
北
野
神
社
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
の
頼
光
館
・
⾨

前
・
羅
⽣
⾨
・
平
井
保
昌
や
し
き
・
⼈
⾝
御
供
⼟
蜘
退
治

1883
明
治
16･09･吉

京
四
条
北
側
演
劇

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
吉
野
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
・
荒
⾎
⼭

⽂
楽
座
の
興
⾏
。

1885
明
治
18･04･吉

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
内
評
定
・
吉
野
⼭
・
加
茂
御
社
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
頼
光
館
・
保
昌
や
し

き
・
四
ツ
塚
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
・
⼟
蜘
退
治
・
⼭
姥
住
家

1886
明
治
19･03･01

⼤
阪

い
な
り
彦
六
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦
話

御
殿
評
定
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
是
則
館
・
六
郎
治
内
・
那
須
沢
橋
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
背
⾥
・

東
寺
・
皇
⼦
住
家
・
頼
光
館
・
御
殿
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
綱
や
し
き
・
松
太
夫

住
家
・
荒
⾎
⼭
⼟
蜘
蛛
退
治
・
⼭
⼊
り
・
⻤
が
城
・
童
⼦
退
治

1887
明
治
20･04･吉

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
吉
野
⼭
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
源
頼
光
館
化
粧
・
樺
島
保
輔
切
腹
・
平
井
保

昌
や
し
き
・
四
ツ
塚
・
羅
⽣
⾨
・
⼈
⾝
御
供
⼟
蜘
退
治

1889
明
治
22･05･吉

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
・
吉
野
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
頼
光
や
か
た
・
平
井
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
渡

辺
綱
や
し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⼈
⾝
御
供

1890
明
治
23･06･01

⼤
阪

い
な
り
彦
六
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦
話

吉
野
⼭
・
北
野
社
・
叡
⼭
花
⾒
・
⽮
背
の
⾥
・
東
寺
・
頼
光
館
・
平
井
保
昌
や
し
き
・
松
太

夫
内
・
⼟
蜘
退
治
・
羅
⽣
⾨
・
綱
や
し
き

1892
明
治
25･11･01

⼤
阪

い
な
り
彦
六
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
⽐
叡
⼭
・
⼋
瀬
⾥
・
頼
光
館
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・

綱
や
し
き
・
松
太
夫
内
・
⼟
蜘
退
治

1894
明
治
27･04･17

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
⼤
内
評
定
・
吉
の
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
頼
光
館
・
袴
垂
保
輔
切
腹
・
平
井
保
昌

や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
百
姓
松
太
夫
住
家
・
⼟
蜘
蛛
退
治

1896
明
治
29･04･01

⼤
阪

博
労
町
い
な
り
北
⾨
稲
荷
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
御
殿
評
諚
・
吉
野
⼭
・
北
野
社
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
保
昌
や
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
綱

館
・
松
太
夫
内
・
⼟
蜘
蛛
退
治

1898
明
治
31･05･吉

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
⼤
内
御
殿
・
吉
野
⼭
勝
⼿
明
神
阪
上
是
則
参
詣
・
加
茂
社
⿃
居
前
・
⽐
叡
⼭
会
合
・
⽮

瀬
の
⾥
・
摂
津
守
源
頼
光
館
・
平
井
保
昌
屋
舗
・
東
寺
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
⼈
⾝
御

供
・
荒
⾎
⼭
⼟
蜘
退
治

1900
明
治
33･03･13

⼤
阪

⻄
区
堀
江
遊
廓
明
楽
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
吉
野
⼭
・
⽐
叡
⼭
花
⾒
・
⽮
瀬
の
⾥
・
頼
光
館
・
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・
⼀
条

も
ど
り
橋
・
綱
屋
敷
・
松
太
夫
住
家
・
荒
⾎
⼭
⼟
蜘
蛛
退
治

1902
明
治
35･04･吉

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
⼤
内
清
涼
殿
評
定
・
吉
野
⼭
・
加
茂
堤
・
⽮
瀬
・
東
寺
・
源
頼
光
館
・
袴
垂
保
輔
切

腹
・
四
つ
塚
・
平
井
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
⼈
⾝
御
供

‒ ‒



1903
明
治
36･01･01

⼤
阪

⻄
区
堀
江
明
楽
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
⼤
内
・
吉
野
⼭
・
⽐
叡
⼭
・
⽮
瀬
の
⾥
・
頼
光
館
・
平
井
保
昌
屋
敷
・
戻
り
橋
・
松
太

夫
住
家
・
荒
⾎
⼭

1906
明
治
39･04･18

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
清
涼
殿
評
定
・
杣
⼈
六
郎
次
住
家
・
吉
野
⼭
・
加
茂
御
神
社
前
・
⼋
瀬
の
⾥
・
源
頼
光

館
・
東
寺
・
平
井
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
⼈
⾝
御
供

1907
明
治
40･06･01

⼤
阪

堀
江
市
の
側
堀
江
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
吉
野
⼭
・
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
源
頼
光
館
・
戻
り
橋
・
平
井
保
昌
屋
敷
・
松
太
夫
内
・

⼟
蜘
退
治

1916
⼤
正
05･04･20

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
清
涼
殿
評
定
・
杣
⼈
六
郎
治
住
家
・
吉
野
⼭
・
加
茂
神
社
・
⼋
瀬
の
⾥
・
源
頼
光
館
・

東
寺
・
平
井
保
昌
屋
し
き
・
羅
⽣
⾨
・
松
太
夫
住
家
⼈
⾝
御
供

1920
⼤
正
09･03･28

京
⽵
豊
座

⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦

⼤
序
清
涼
殿
・
吉
野
⼭
・
⽮
瀬
⾥
・
平
井
保
昌
屋
敷
・
羅
⽣
⾨
・
渡
辺
綱
屋
敷
・
松
太
夫

内
・
荒
⾎
⼭
⼟
蜘
退
治

1924
⼤
正
13･04･01

⼤
阪

御
霊
⽂
楽
座

⼤
江
⼭
酒
顚
童
⼦

⼤
序
清
涼
殿
評
議
・
杣
⼈
六
郎
治
住
家
・
吉
野
⼭
・
序
切
⼋
瀬
の
⾥
・
東
寺
・
羅
⽣
⾨
・
平

井
保
昌
屋
し
き
・
松
太
夫
住
家
・
⼟
蜘
蛛
退
治

（
注
）
増
補
の
「
戻
り
橋
の
段
」
（
『
増
補
⼤
江
⼭
』
）
の
単
独
上
演
は
除
い
た
。
ま
た
国
⽴
⽂
楽
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
『
⼤
江
⼭
酒
呑
童
⼦
』
⼟
蜘
蛛
退
治
の
段
や
『
⾦
太
郎
の
⼤
ぐ
も
退
治
』
も
加
え
て
い
な

い
。

‒ ‒



ॳҒ 統Ҳ֐ୌ ৏ԍյ਼ ॳҒ 統Ҳ֐ୌ ৏ԍյ਼
1 菅原伝授⼿習鑑 31 1 絵本太功記 16
2 仮名⼿本忠⾂蔵 30 2 菅原伝授⼿習鑑 15
3 絵本太功記 29 2 義経千本桜 15
4 伊賀越道中双六 28 4 加賀⾒⼭旧錦絵 13
5 加賀⾒⼭旧錦絵 21 4 本朝廿四孝 13
5 酒呑童⼦話 21 6 ⽣写朝顔話 12
5 義経千本桜 21 7 仮名⼿本忠⾂蔵 11
8 妹背⼭婦⼥庭訓 20 7 伽羅先代萩 11
8 ⽊下蔭狭間合戦 20 9 伊賀越道中双六 10
8 ⼋陳守護城 20 10 ⼋陳守護城 9
8 彦⼭権現誓助剣 20 11 ⼀⾕嫩軍記 8
12 伽羅先代萩 19 12 彦⼭権現誓助剣 7
13 本朝廿四孝 18 13 碁太平記⽩⽯噺 6
14 ⽟藻前曦袂 16 13 ⽇吉丸稚桜 6
15 ひらかな盛衰記 15 13 双蝶蝶曲輪⽇記 6
16 ⼀⾕嫩軍記 14 16 妹背⼭婦⼥庭訓 5
16 ⽣写朝顔話 14 16 源平布引滝 5
18 祇園祭礼信仰記 13 18 鎌倉三代記 4
18 源平布引滝 13 18 恋⼥房染分⼿綱 4
18 碁太平記⽩⽯噺 13 20 ⽊下蔭狭間合戦 3
21 鎌倉三代記 11 20 酒呑童⼦話 3
22 五天竺 10 20 太平記忠⾂講釈 3
22 三⽇太平記 10 20 ⽟藻前曦袂 3
24 花魁莟⼋総 9 20 ひらかな盛衰記 3
24 双蝶蝶曲輪⽇記 9 20 弥陀本願三信記 3
26 三⼗三所花野⼭ 8 26 奥州安達原 2
26 ⽇蓮聖⼈御法海 8 26 祇園祭礼信⻑記 2
26 箱根霊験躄仇討 8 26 五天竺 2
26 弥陀本願三信記 8 26 三⼗三所花野⼭ 2
30 奥州安達原 7 26 ⽇蓮聖⼈御法海 2
30 恋⼥房染分⼿綱 7 26 花魁莟⼋総 2
30 新薄雪物語 7
33 ⻤⼀法眼三略巻 6
33 夏祭浪花鑑 6
35 近江源⽒先陣館 5
35 ⽇本賢⼥鑑 5
37 太平記忠⾂講釈 4
37 花雲佐倉曙 4
37 ⽴春姫⼩松 4
40 ⾦⾨五三桐 3
40 四天王寺伽藍鑑 3
40 ⽇吉丸稚桜 3
40 妙法真伝記 3
40 嬢景清⼋島⽇記 3
45 契情⼩倉の⾊紙 2
45 ⼤内裏相⾺錦絵 2
45 浪花⼤汐譚 2
45 播磨潟浦の朝霧 2

ʴන̐ʵ௪͢৏ԍյ਼ϧϱΫϱή

ʲٝଢ෋೧න໎࣑Ἥʳ ʲٝଢ෋೧න୉ਜ਼Ἥʳ

   （注）『明治篇』『⼤正篇』とも上演回数１
回のみのものは除いている。
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【
参
考
資
料
】
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
上
村
源
之
丞
座
の
東
京
巡
業

・
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
八
月
十
八
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

歌
舞
伎
座
に
て
明
十
九
日
よ
り
大
阪
登
り
の
素
人
義
太
夫
名
人
其
鳳
。
三
味
線

鶴
澤
叶
一
座
の
義
太
夫
を
興
行
し
其
打
揚
け
後
は
井
上
理
事
の
手
に
て
上
村
源

之
丞
一
座
の
人
形
芝
居
を
興
行
せ
ん
筈
に
て
同
人
は
其
交
渉
の
為
四
五
日
前
同

一
座
の
滞
在
中
な
る
北
海
道
へ
赴
き
し
由
な
り

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
二
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

阿
波
の
大
人
形
元
祖
上
村
源
之
丞
一
座
三
十
五
名
は
来
る
十
日
頃
当
地
へ
乗
り

込
み
御
目
見
得
は
得
意
の
三
十
六
段
返
し
を
演
ず
る
由
な
る
が
場
所
は
目
下
二

三
の
劇
場
よ
り
交
渉
を
受
け
居
れ
ば
未
だ
何
れ
の
座
と
も
極
ら
ざ
る
由

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
八
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

阿
波
の
大
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
は
東
京
座
に
て
初
御
目
見
得
を
為
す
事
に
決

定
し
来
る
十
五
日
同
座
へ
乗
込
む
筈
な
る
が
当
日
は
新
趣
向
の
乗
込
み
を
為
す

由

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
十
四
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
へ
出
勤
の
筈
な
る
阿
波
の
大
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
の
顔
触
は
源
之

丞
、
鯉
若
、
照
三
郎
、
鬼
若
、
重
吉
、
喜
市
、
平
左
衛
門
、
豊
三
郎
、
友
平
、

喜
代
松
、
喜
右
衛
門
（
太
夫
）
越
太
夫
、
長
門
太
夫
、
岩
戸
太
夫
、
広
太
夫
、

要
太
夫
、
時
太
夫
（
三
味
線
）
又
八
、
又
造
、
三
六
外
十
数
名
な
り

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
十
九
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
の
人
形
芝
居
上
村
一
座
の
乗
込
は
延
引
し
て
来
る
二
十
五
六
日
頃
と
な

る
べ
し
初
日
は
来
月
一
日
の
予
定
な
り
と

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
二
十
八
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
は
愈
々
大
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
に
て
来
る
三
十
一
日
開
場
と
決
し
総

一
座
三
十
五
名
は
今
廿
八
日
同
座
へ
乗
込
む
筈
御
目
見
得
狂
言
は
「
賤
ヶ
嶽
」

十
幕
の
通
し
に
て
場
割
は

序
幕
明
智
左
馬
之
助
湖
水
渡
り
、二
幕
目
清
洲
城
評
議
、三
幕
目
大
徳
寺
焼
香
、

四
幕
目
施
行
、
五
幕
目
柴
田
勝
家
、
六
幕
目
中
川
清
秀
陣
屋
、
七
幕
目
足
利
家

門
前
、
八
幕
目
勝
家
出
陣
、
九
幕
目
真
左
衛
門
（
三
十
八
段
返
し
）
大
勢
揃
詰

等
な
る
が
一
座
は
源
之
丞
、
照
三
郎
、
鯉
若
、
鬼
若
、
重
吉
、
喜
市
、
平
左
衛

門
、
豊
三
郎
、
反
平
、
喜
代
松
、
喜
右
衛
門
の
外
別
格
と
し
て
東
京
の
西
川
伊

三
郎
も
名
を
列
ぬ
る
由
又
太
夫
は
越
太
夫
、長
門
太
夫
、岩
戸
太
夫
、広
太
夫
、

要
太
夫
、
時
太
夫
、
三
味
線
又
八
、
又
造
、
三
六
外
数
名
に
て
開
場
時
間
は
午

後
十
二
時
三
十
分
よ
り
同
九
時
ま
で
な
り
と

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
一
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
の
大
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
の
初
日
は
来
る
五
日
頃
の
筈
に
て
猶
大
切

へ
「
艶
容
女
舞
衣
」
一
幕
を
加
へ
る
由
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・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
五
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
の
上
村
源
之
丞
一
座
は
愈
々
本
日
正
午
十
二
時
開
場
と
決
し
た
り
狂
言

は
既
記
の
「
賤
ヶ
嶽
七
本
鎗
」「
艶
容
女
舞
衣
」
に
て
役
割
は

序
幕
清
洲
城
（
伊
勢
太
夫
）
二
幕
目
施
行
（
広
太
夫
）
三
幕
目
大
徳
寺
焼
香
（
巴

太
夫
）
四
幕
目
足
利
門
前
（
岩
戸
太
夫
）
五
幕
目
中
川
砦
（
長
門
太
夫
）
六
幕

目
権
六
出
立
（
広
太
夫
）
七
幕
目
正
左
衛
門
庵
（
越
太
夫
）八
幕
目
勢
揃
ひ
（
総

掛
合
）
大
詰
柴
田
砦
（
長
門
太
夫
）
二
番
目
酒
屋
（
越
太
夫
）

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
六
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

東
京
座
の
人
形
芝
居
は
昨
日
総
幕
出
揃
ひ
と
な
り
た
る
由
に
て
狂
言
は
五
日
目

毎
に
差
替
へ
来
る
十
日
よ
り
他
の
新
物
を
演
ず
る
と

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
十
二
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

東
京
座
案
内

一
筆
啓
上
仕
候
と
至
て
古
風
な
名
乗
を
挙
て
阿
波
は
で
出
た
る
ヲ
ツ
ト
キ
タ
リ

現
れ
出
た
る
浄
瑠
璃
大
人
形
上
村
源
之
丞
の
一
座
、

日
本
／
第
一
／
冠
諸
芸
諸
能

藤
原
／
正
清
／
上
村
日
向
掾

元
祖

本
家

／
上
村
源
之
丞

と
い
ふ
厳
格
看
板
で
浄
瑠
璃
は
豊
竹
鶴
澤
、
人
形
遣
い
は
づ
ら
り
と
上
村
一

や
か
ま
し
い

派
、
演
題
は
即
ち
賤
ヶ
嶽
七
本
鎗
、
ア
ー
肩
が
張
た
、
何
に
し
て
も
恐
し
さ
う

げ
だ
い

な
物
だ
か
ら
先
賤
ヶ
嶽
の
四
五
本
鎗
計
り
済
だ
所
へ
去
る
八
日
の
午
後
二
時
頃

時
を
計
つ
て
ノ
ン
〳
〵
ズ
イ
〳
〵
と
劇
場
を
目
が
け
て
押
寄
せ
た
り
、
扨
此
狂

し
ば
ゐ

言
は
如
何
な
る
物
と
思
ひ
し
に
別
段
新
作
物
に
も
あ
ら
ず
、
芝
屋
芝
叟
梅
野
下

風
の
作
、
比
良
嶽
雪
見
陣
立
な
り
、
切
狂
言
は
艶
容
女
舞
衣
酒
屋
の
段
と
い
ふ

番
附
面
で
あ
る
を
初
日
か
ら
三
十
三
間
堂
棟
木
由
来
平
太
郎
住
家
の
段
と
差
替

へ
た
り
、
九
日
よ
り
の
替
り
狂
言
も
諸
新
聞
に
は
前
が
一
谷
嫩
軍
記
、
中
幕
日

蓮
記
勘
作
住
家
、
切
狂
言
播
州
皿
屋
敷
鉄
山
館
と
し
て
太
夫
の
語
場
ま
で
巨
細

に
出
て
居
る
が
、
八
日
に
勾
欄
へ
黒
衣
が
出
て
漢
語
交
り
の
口
上
に
は
前
狂
言

て
す
り

玉
藻
前
、
中
幕
白
木
屋
、
切
は
七
変
化
の
所
作
事
と
披
露
し
た
り
、
斯
う
グ
ラ

な
ゝ
ば

け

〳
〵
と
変
る
や
う
で
は
所
詮
諸
君
に
御
案
内
は
出
来
ぬ
、
新
聞
も
啌
口
上
も
当

う
そ

に
な
ら
ず
シ
テ
見
れ
ば
看
板
の
日
本
第
一
云
々
も
覚
束
な
い
と
思
は
る
ゝ
、
先

し
か
〴
〵

体
裁
の
御
案
内
で
も
し
や
う
、
此
の
一
座
の
人
形
は
余
程
妙
な
遣
ひ
方
で
愁
嘆

場
の
女
房
役
が
泣
て
居
る
か
と
思
へ
ば
良
人
の
物
語
の
内
は
フ
イ
ト
楽
屋
へ
消

お
つ
と

て
仕
舞
ひ
又
用
の
あ
る
時
に
出
て
来
る
と
い
ふ
塩
梅
で
少
し
も
情
が
う
つ
ら
な

い
、
観
客
が
残
ら
ず
盲
人
な
ら
是
で
い
ゝ
か
も
知
れ
ぬ
が
目
も
耳
も
達
者
で
は

け
ん
ぶ
つ

此
人
形
誠
に
見
悪
く
御
座
候
だ
、
人
を
盲
目
に
し
た
仕
方
と
は
此
時
よ
り
ぞ
始

め
く
ら

り
け
る
と
で
も
い
ひ
た
い
、
そ
こ
で
呼
物
の
三
十
六
段
返
し
と
い
ふ
の
は
昔
両

国
辺
に
出
て
居
た
千
畳
敷
の
覗
き
眼
鏡
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
だ
ん
〳
〵
と
紙ふ

す

戸
を
引
て
取
り
グ
ツ
ト
奥
に
成
る
と
芝
居
の
滝
の
仕
掛
を
見
る
や
う
に
八
角
許

ま

ば
か

り
の
廻
る
も
の
が
一
角
づ
ゝ
紙
戸
を
替
て
見
せ
る
の
だ
が
併
し
子
供
は
大
歓

び
、
浄
瑠
璃
は
又
豊
竹
と
名
乗
て
は
居
れ
ど
義
太
夫
節
と
は
余
程
異
つ
た
も
の

か
は

で
暴
々
し
い
所
は
土
佐
浄
瑠
璃
虎
屋
永
閑
な
ど
の
流
れ
で
は
な
い
か
と
思
へ

あ
ら
〳
〵

り
、爰
が
阿
波
の
阿
波
た
る
所
か
、併
し
人
形
と
い
ひ
浄
瑠
璃
と
い
ひ
最
う
斯
様

も

か
や
う

な
も
の
は
此
後
再
び
観
ら
れ
も
せ
ぬ
、
聴
か
れ
も
せ
ぬ
、
細
か
に
砕
い
て
言
は

れ
も
せ
ぬ
、
何
れ
其
内
庚
申
の
晩
に
で
も
緩
々
御
咄
可
申
候
以
上
、

ゆ
る
〳
〵

四
月

日

阿
波
座
鴉

愛
読
者
諸
君
へ

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
十
三
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」
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東
京
座
の
大
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
は
明
十
四
日
ま
で
興
行
の
筈
な
り
し
が
座

方
と
の
意
見
衝
突
し
一
昨
日
限
り
に
て
俄
に
閉
場
し
た
り
尤
も
一
座
は
更
に
深

川
座
に
於
て
来
る
十
六
日
よ
り
開
演
す
る
由

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
二
十
一
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

深
川
座
の
大
人
形
は
尚
一
週
間
興
行
と
極
り
本
日
よ
り
差
替
る
狂
言
は
「
朝
顔

日
記
」「
安
達
三
」「
三
十
六
段
返
し
」
な
り
と

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
三
十
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

宮
戸
座
の
上
村
源
之
丞
一
座
大
人
形
は
来
月
一
日
午
後
五
時
よ
り
開
場
、
狂
言

は
一
番
目
「
玉
藻
前
旭
袂
」
四
幕

中
幕
「
お
し
ゆ
ん
伝
兵
衛
」
大
切
「
九
尾

狐
」
な
り

・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
二
十
一
日

東
京
朝
日
新
聞

朝
刊

「
楽
屋
す
ゞ
め
」

上
村
源
之
丞
一
座
の
人
形
は
源
之
丞
一
人
淡
路
へ
帰
り
跡
の
連
中
に
て
福
島
よ

り
仙
台
へ
乗
込
み
し
と

‒ ‒



●参加ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

主　催 ： 大阪市立大学大学院文学研究科・都市文化研究センター（UCRC）
協　力 ： 公益財団法人淡路人形協会（淡路人形座）

公開報告会・演奏会（大阪市立大学大学院文学研究科プロジェクト）

日　時 ： 2018年3月24日（土）13：00～17：00
場　所 ： 大阪市立大学
　　　   学術情報総合センター10階大会議室

日　時 ： 2018年3月24日（土）13：00～17：00
場　所 ： 大阪市立大学
　　　   学術情報総合センター10階大会議室

研究報告　久堀裕朗（日本近世文学）　菅原真弓（日本美術史）
             松浦恆雄（中国演劇）　　 海老根剛（表象文化論）
研究報告　久堀裕朗（日本近世文学）　菅原真弓（日本美術史）
             松浦恆雄（中国演劇）　　 海老根剛（表象文化論）

申込方法 ： 電子メール・往復葉書によるお申し込み（１通につき１名）を
　　　　   受け付けます。住所・氏名（フリガナ）・電話番号を明記して
               下記宛にお申し込みください。折り返し「参加証」をお送りします。
申込締切 ： 2018年3月16日（金）（必着）
申 込 先 ： 〒558-8585　大阪市住吉区杉本3-3-138
　　　　   大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター
               「公開報告会・演奏会」係（往復葉書の場合、返信用葉書の宛名も必ずご記入ください。）
　　　　   joruri@lit.osaka-cu.ac.jp
                        （メールの場合、必ず本アドレスからの返信を受け取ることができるアドレスよりお申し込みください。）

申込方法 ： 電子メール・往復葉書によるお申し込み（１通につき１名）を
　　　　   受け付けます。住所・氏名（フリガナ）・電話番号を明記して
               下記宛にお申し込みください。折り返し「参加証」をお送りします。
申込締切 ： 2018年3月16日（金）（必着）
申 込 先 ： 〒558-8585　大阪市住吉区杉本3-3-138
　　　　   大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター
               「公開報告会・演奏会」係（往復葉書の場合、返信用葉書の宛名も必ずご記入ください。）
　　　　   joruri@lit.osaka-cu.ac.jp
                        （メールの場合、必ず本アドレスからの返信を受け取ることができるアドレスよりお申し込みください。）

＊なおご記入いただきました個人情報は他の目的には使用いたしません。

参加無料
定員100名
（先着順）

たけ    もと    とも    しょうたけ    もと    とも    しょう つる   ざわ    とも   きちつる   ざわ    とも   きち

竹本友庄・鶴澤友吉（淡路人形座）竹本友庄・鶴澤友吉（淡路人形座）

復曲演奏
素浄瑠璃
復曲演奏
素浄瑠璃

おお　　え　 やま     しゅ    てん    どう      じおお　　え　 やま     しゅ    てん    どう      じ ほう  しょう    や      しきほう  しょう    や      しき

『大江山酒呑童子』保昌屋敷の段『大江山酒呑童子』保昌屋敷の段

伝統芸能の近代化とメディア環境伝統芸能の近代化とメディア環境伝統芸能の近代化とメディア環境

幕末・明治期
の人気作が

ここによみが
える！幕末・明治期
の人気作が

ここによみが
える！

（定員に達した場合は、大阪市立大学大学院文学研究科都市
文化研究センターホームページのニュース欄にて告知します。）
（定員に達した場合は、大阪市立大学大学院文学研究科都市
文化研究センターホームページのニュース欄にて告知します。）

番付・人形かしら（金時）　南あわじ市淡路人形浄瑠璃資料館蔵



　今年度、大阪市立大学大学院文学研究科ではプロジェクト研究の一つとして「伝統芸能の近代化とメディア環境」と

いうテーマに取り組んで参りました。 今回の催しでは、このプロジェクト研究の成果を広く一般の方々に公開すべく、研究

メンバーが個々の課題とその成果についてわかりやすく報告します。

　併せて、淡路人形座から演者を招き、現在は上演が途絶えた浄瑠璃作品『大江山酒呑童子』保昌屋敷の段を素浄

瑠璃演奏でお聴きいただきます。本研究の一環として淡路人形座の協力を得て取り組んできた復曲です。

公開報告会・演奏会「伝統芸能の近代化とメディア環境」

会場アクセス
 『大江山酒呑童子』は文化11年（1814）に大坂稲荷
境内芝居（いわゆる文楽の芝居）で初演された作品
（初演時の外題は『酒呑童子話』）で、有名な酒呑童子
退治の伝説に取材した物語です。明治時代には大阪
で実に21回も通し上演された人気作でしたが、 昭
和以降は上演が途絶えました。 淡路の人形座は本
作を昭和以降も伝承しましたが、 残念ながら近年
はその伝承が途絶えていました。 今回は淡路の伝
承曲に基づき、 本作の保昌屋敷の段を復曲演奏い
たします。
　保昌屋敷の段は、五段構成の三段目切に当たり、
源頼光の家来の一人で、和泉式部の夫でもある平井
保昌の屋敷を舞台とする悲劇的場面です。頼光四天
王の一人坂田金時や酒呑童子の驚くべき出生の秘
密が明かされます。

日　時：2018年 3月24日（土）　13：00～17：00
場　所：大阪市立大学学術情報総合センター10階大会議室

●お問い合わせ   大阪市立大学大学院文学研究科 都市文化研究センター事務局：06-6605-3114
（火・木・金曜日10時～17時　※臨時に閉室することがあります。）

joruri@lit.osaka-cu.ac.jp（本催し申込み・問い合わせ専用アドレス）

しゅでんどうじむかしがたり

報　　告　文楽と淡路人形芝居の近代 　　　　　　　　　　　　            久堀裕朗（文学研究科教授）
演目解説　『大江山酒呑童子（酒呑童子話）』　　　 　　　　　　             久堀裕朗
実　　演　素浄瑠璃『大江山酒呑童子』保昌屋敷の段    　竹本友庄・鶴澤友吉（淡路人形座）
　　　　　　　　　           　　　　　休         憩

報　　告　雑誌『歌舞伎新報』に掲載されるビジュアルイメージ 　       菅原真弓（文学研究科教授）
報　　告　新越劇　劇団と観客の交渉史　 　　　　　　　　　　　       松浦恆雄（文学研究科教授）
報　　告　文楽とモダニティ：〈無知な観客〉の歴史にむけて 　　         海老根剛（文学研究科准教授）

大阪市立大学大学院文学研究科プロジェクト

プログラム
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